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令和３年度決算の状況

一般会計 ▶実質収支額は、２億7,174万7千円の黒字決算となりました。

令和３年度一般会計の決算額は、歳入が137億8,776万7千円、歳出が134億2,790万2千円で
、歳入歳出差し引き額3億5,986万5千円から翌年度へ繰り越すべき財源8,811万8千円を差し引い
た実質収支は、2億7,174万7千円となりました。なお、この数値は国の決算統計に基づき、集計・
分析した金額により表記しています。

国庫支出金

28億0,989万円

地方交付税

27億0,964万円

繰入金

17億3,291万円

寄附金

16億9,852万円

地方税

15億3,398万円

県支出金

9億0,462万円

町債

6億7,676万円

国有提供施設

交付金

1億4,443万円

その他

15億7,702

万円
総務費

33億3,658万円

民生費

33億3,655万円
教育費

17億7,033万

円

商工費

13億0,970万

円

農林水産業

費

8億5,569万円

衛生費

8億1,463万円

土木費

6億6,148万円

消防費

6億1,595万円

公債費

6億0,798万円

その他

1億1,901万円

歳入総額 歳出総額 町債・基金の状況

町債の現在高

59億6,391万円

【前年度比】

9,780万円増

※町民1人あたり

35万2,040円

基金の現在高

41億7,515万円

【前年度比】

6億8,387万円増

※町民1人あたり

24万6,452円

特別会計及び水道会計 ▶各会計すべてが黒字決算となりました。

資本的
収　入 8,101万7千円

支　出

区　　　分
収入済額

支出済額

2億5,558万5千円

収益的
収　入 2億9,331万7千円

支　出 2億4,742万4千円

●各特別会計の決算 ●水道事業会計の決算

●健全化判断比率

新富町
―

（不足なし）

経営健全化基準 20.0%

水道事業

●資金不足比率

健全化判断比率 ▶健全な財政状況です。

新富町財政事情
新富町の財政事情をここに公表します。
この財政事情は町民の皆様に町の財政がどのように運営されているか、またどのような状況にあるか広く知っていただくため、年に２回公表しているものです。今回は、令和３年度の決算及び令和４年度上半期における歳
入・歳出予算を中心に、町民負担の状況や町有財産の状況等について、お知らせいたします。

令和４年度予算の執行状況

予算額 / 147億4,465万6千円 予算額 / 147億4,465万6千円

収入済額 / 46億3,455万1千円 支出済額 / 38億6,674万5千円収納率 31.4% 執行率 26.2%歳 入 歳 出

繰入金

国庫支出金

地方交付税

寄附金

町税

県支出金

町債

国有提供施設交付金

各種交付金等

その他

総務費

民生費

教育費

農林水産業費

衛生費

土木費

公債費

消防費

その他

31億4,554万8千円

21億8,015万3千円

34億4,278万8千円

14億4,436万6千円

2億1,200万9千円

10億5,141万1千円

1億4,000万円

4億5,121万4千円

8億3,928万2千円

32億2,336万2千円

65億9,019万4千円

9億8,339万8千円

6億2,395万4千円

9億2,667万2千円

8億6,131万5千円

8億2,528万円

3億1,180万4千円

3億9,867万7千円

18億3,788万5千円

収益的収入　……水道料・給水負担金等

収益的支出　……人件費・施設運営費・借入金利息等

資本的収入　……企業債等

水道管布設・企業債償還等資本的支出　……

一般会計

特別会計及び水道会計

町　　税

被保険者
一人当たり

区　　分
町民一世帯

当たり
町民一人

当たり

202,375円 95,026円

国民健康
保険税

100,478円

町民の負担の状況（令和４年９月末現在）

区分 数量及び金額

土地 2,110,556㎡
基金 41億7,514万6千円

建物 113,635㎡
出資による権利 2,390万4千円

有価証券 19億2,380万8千円

町有財産の状況
20.0%

―
（赤字なし）

7.7% －

20.0% 25.0% 350.0%

30.0% 35.0%

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

―
（赤字なし）

15.0%

実質赤字
比率

新富町

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

一時借入金の状況

令和４年１０月１日現在で一時借入金の残高は０円です。

※令和４年９月末現在

問合せ：財政課

☎ 33-6011

137億8,777万円 134億2,790万円

歳入額 歳出額 実質収支額
21億8,724万円 21億3,193万円 5,531万円
16億3,807万円 15億7,479万円 6,327万円

4億4,657万円 4億4,491万円 166万円
22万円 11万円 11万円

2億3,856万円 2億2,968万円 888万円土地取得事業

国民健康保険事業
介護保険事業

後期高齢者医療事業
西都児湯情報公開・個人情報保護審査会

後期高齢者医療事業 4億5,862万3千円
7,216万円 15.7%

33.4%1億5,307万円

7億366万3千円

34.3%
40.6%

介護保険事業 17億3,346万4千円

収納率
執行率

予　算　額

21億4,600万5千円
7億9,611万4千円

7億3,552万5千円

会　計　名

国民健康保険事業

収入済額
支出済額

37.1%

0円 0.0%

0円 0.0%
土地取得事業 968万2千円

西都児湯情報公開・個
人情報保護審査会

14万1千円

6億6,670万2千円 38.5%

888万2千円 91.7%

25万3千円 179.4%

令和４年度予算

【歳入】地方消費税交付金
うち社会保障財源化分（税率引き上げ分）

【歳出】地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費

3　保健衛生費
疾病予防対策、医療
提供体制確保、高齢
者医療事業など

219,332 96,408 25,027 97,897

合計 3,272,779 1,963,054 171,024 1,138,701

606,526

1　社会福祉費
障がい者・高齢者・
児童・母子福祉事業
など

2,298,504 1,723,045 141,181 434,278

2　社会保険費
国民健康保険、介護
保険事業など

754,943 143,601 4,816

令和３年度における地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途状況は下記のとおりです。

区　　分 決算額

財源の内訳

国県支出金 その他特定財源 一般財源

（単位：千円）
3,272,779千円

  （227,325千円）
      406,731千円

地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途について

収入済額 収納率

支出済額 執行率

収　入 3億664万6千円 1億2,051万2千円 39.3%

支　出 3億5,953万円 4,451万2千円 12.4%

収　入 2億2,775万6千円 0千円 0.0%

支　出 4億8,138万6千円 2,755万8千円 5.7%

予算額

収益的

資本的

区　　　分水道事業会計

※令和４年９月末現在

26
27
28

町有財産の状況（令和４年３月末現在）

※

区　　分 町債現在高
町民一世帯
当たり残高

令和4年10月1日の住民基本台帳の世帯数、人口で除した数値。

一般会計 56億4,736万4千円 710,271円 333,512円

町民一人
当たり残高

町債等（借入金）令和４年９月末現在高及び負担の状況 町民の負担の状況（

※町税は令和4年10月1日の住民基本台帳の世帯数、人口で除した数
値。
　国民健康保険税は令和4年9月30日の被保険者数で除した数値。



八幡～大渕線舗装補修事業（防衛省　調整交付金事業）佐土原～木城線道路改修事業（防衛省　民生安定事業）

きれいになった八幡～大渕線（写真は新富交番付近）
　総事業費　2,065万円

越馬場～野中線道路改修事業（防衛省　民生安定事業） 辻～倉園線道路改修事業（防衛省　調整交付金事業）

歩道橋工事中の鬼付女橋（写真は鬼付女地区付近） 改修された佐土原～木城線（写真は西畦原地区付近）
　総事業費　3,058万円

改修された辻～倉園線（写真はスタジアム付近）
　総事業費　4,802万円

防災ラジオ整備事業（町単独事業）

　　　　　　総事業費　3億598万円

防災倉庫等用地・資材搬入スペース整備事業（防衛省　再編交付金事業）

三納代地区踏切改良事業（防衛省　再編交付金）

　　　　　　総事業費　1,293万円

消防小型動力ポンプ購入（防衛省　調整交付金事業）

　総事業費　4,508万円

　　　　　　総事業費　6,417万円

老朽化した街路灯119基をLED灯へ取り替えまし
た。

総事業費　1億5,488万円
企業が農業生産技術の開発や産地化研究等を行
うため農業用ハウスを整備しました。

　総事業費　2,827万円

消防力向上のために小型動力ポンプを７台購入し
消防団に配備しました。

役場敷地内へ災害時に必要となる防災機材搬入ス
ペースを整備しました。（平常時は駐車場として活用）

改良された三納代踏切。利便性が向上しました。

農道舗装事業（農林水産省）農業用ハウス新設事業（企業版ふるさと納税）

都市計画区域街路灯取替事業（防衛省　調整交付金事業）

農作業の効率化、利便性向上のため、農道の舗
装を行いました。（写真は日置田付近）

　　　　　　総事業費　1,343万円

　　　　　　総事業費　2,024万円

八幡地区の富田八幡停留所に屋根を設置しまし
た。

　　　　　　総事業費　447万円

バス停留所屋根設置事業（町単独事業）

町道区画線設置事業（防衛省　調整交付金事業）

　　　　　　総事業費　480万円

通学路等の消えかかった白線を引き直しました。

役場からの情報をお知らせする防災ラジオを整備
しました。

新田コミュニティセンター建設事業（町単独事業）

　　　　　　総事業費　2億5,504万円
新田公民館に新田支所、コンビニ、コインランドリーを
併設したコミュニティセンターを建設しました。

屋外運動場設置事業（防衛省　民生安定事業） チャレンジショップ用空き店舗改修事業（総務省）

　　　　　　総事業費　2,325万円
飲食や雑貨販売など新規起業者に向けに貸し出
す、チャレンジショップを整備しました。

　　　　　　総事業費　6億2,066万円
屋外運動場用地の造成工事を行いました。完成は
令和4年度末を予定しています。

令和３年度の主な普通建設事業


